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ハウス内環境下におけるデンドロビウム・プラモットの発育特性

上里健次＊・山城直樹窯．

（゛琉球大学農学部。蕊具志川ランセンター）

KenjiUEsAToandNaokiYAMAsHIRo：GrowthBehaviorofDendrobiumcv、

ＰｒａｍｏｔｉｎＴｈｅＰｌａｓｔｉｃＨｏｕｓｅｉｎOkinawa．

培ベンチの一画を占める約100株のすべての株に

ついて調査することとした。なおこの植物群は数

年にわたる継続栽培の後、昭和63年の休眠期中に

古いバルブを除去して新しく植えかえられ、その

後一シーズンを経過した株である。

ハウスの温度管理については、冬季は最低温度

20℃にセットされた加温がなされ、夏季において

は扇風機を利用した温度の引き下げがなされてい

るが、白昼の最高温度は40℃前後までの上昇となっ

ていた。施肥は栄養生長期に限って置肥と液肥の

両方でなされ、置肥は油粕１：骨粉１の水でねっ

た約409の塊りを株ごとに施し、その期間は４月

から７月末の開花直前までとしていた。液肥はピー

タース（Ｎ－１０，Ｐ－３０，Ｋ－20）をごく薄い約

１万倍の希釈液として潅水と同時に施すようにし、

萌芽の初まる１月から開花直前の７月末までの期

間与えていた。

調査は萌芽に初まる新しいシュートの発育ステー

ジの動きを、萌芽曰、花序抽出曰、第１花序第１

花の開花曰、さらに第２花序、第３花序の開花曰

など、節目となる項目を中心に追跡調査した。ま

た一方では栄養生長の最終点となる茎長、葉数の

計測、開花の様相を示す花序長、花茎長、輪数な

ど諸形質の計測調査も行った。

Ｉはじめに

沖縄におけるデンドロビウムの切花生産は、品

種選定や栽培管理の面に多くの課題をかかえなが

らも、年毎に大きな伸びを見せて今日に至ってい

る。栽培管理に当たっては、植物個体の発育生理、

および気象環境条件と密接に関連する発育生態の

面から、植物の育ち方を見きわめることが重要で

ある。そのためには栽培者各個人がそれぞれの栽

培の要点を記録してまとめ、それぞれの立場でデー

タを積み上げていくことが肝要と思われるが、現

実には多忙な中で手がけられていないことが多い。

これらの事情をふまえて、ここでは切花経営者に

かわって、切花栽培の現場における調査を年間を

通して続け、亜熱帯気象環境下の沖縄における切

花用デンドロビウムの発育の様相を、他方面から

分析してみた。とくに生長サイクルの動きと、開

花に関する諸形質の発現について検討し、また花

成の要因についても考えてみた。

Ⅱ栽培の概要および調査方法

調査対象とした圃場は、沖縄市の池原洋ラン生

産組合に所属する島袋静江さん所有のハウスであ

る。調査は平成２年の１月から同年末まで月２回

の割合で行い、また夏秋期の開花などに動きの多

い時期には調査間隔を短くして、生長サイクルの

動きを中心とした発育に関する調査を行った。調

査対象とした品種（交配種）はｎＰｒａｍｏｔ（D

LoisAnderson×nToshiko）で、3.5寸鉢の

軽石植えとして栽培されているものの中から、栽

Ⅲ調査結果

１．萌芽とその早晩性

萌芽は前年性バルブの株元にある休眠芽が、そ

のシーズンの生長を開始することである。この萌
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芽について、ほぼ１cm前後に隆起した期曰を萌芽

曰として調査し、その結果を第１図にまとめた。

栽培されている場所が最低温度20℃に設定された

ハウス内であるため、ここで示されている萌芽曰

は、通常の無加温ハウスの場合より幾分早めとなっ

ている。調査対象のDPromot約100株の示す平

均萌芽曰は３月２日（標準誤差2.12）で、その早

晩性の広がりは１月15日から４月13曰までの88曰

である。このグループのデンドロビウムの萌芽は、

加温によって容易に引きおこされ、その点では比

較的単純な要因に左右される性質のものと考えら

れるが、その時期の変動幅は大きく、とくに均一

性の高い同一品種の同一クローン株ということを

考え合わせると、かなりの変動幅を示したといえ

る。

鍋
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Pramotの萌芽曰

２．栄養生長の経過とその期間の長短性

萌芽したシュートは、当初は前年性バルブ

（pseudobulb、偽球茎）の貯蔵養分に依存して

伸長生長を開始するが、茎長が15～20cmになって

本葉が出はじめる頃、その基部に10数本の根をいっ

せいに生じて、以後は自立栄養的な生長を続ける

こととなる。このデンドロピウムの根は、基部か

ら先端部までほぼ同径の太さを維持する気根で、

表層部にベラーメン層を有して空中を正常に伸長

し、また先端部には葉緑素も含まれて光合成も行

う特異的な根である。

シュートの生長は発根後一層加速しつつ次々と

本葉を展開し、一般には10枚前後の本葉を形成す

るが、その最終葉（止め葉）が形成される頃、花

芽分化が初まって生殖生長相へ移行することとな

る。この栄養成長および生殖生長相の境い目は、

生理的には花芽分化のごく初期ということになる

が、この境い目を外部から判断することは不可能

である。このグループのデンドロビウムは、止め

葉の展開に前後して花序の伸長生長が開始される

のが一般で、また肉眼観察によっても容易に判断

可能であるため、ここでの調査に当たっては花序

抽出曰を一応の目やすとした。したがって厳密に

は、両生長相の転換点はここで述べる計測曰より、

３～４週間先立つこととなる。

花序抽出曰を一応の区切りとして、栄養生長期

間の品種内変動をまとめると以下のとおりである。

調査対象とした約100株のDPramotの平均栄養

生長期間は113.5日（標準誤差1.44）で、最も短

いバルブの86曰と最長の期間を要した159日の間

には73曰のひらきが見られた。この日数は萌芽曰

のひらき88曰と比較すると16曰短くなったことに

なり、これは早期に萌芽したシュートが、その分

栄養生長期間に長期を要したことの結果である。

栄養生長の結果として示される茎長の平均値は

55.8cｍ（標準誤差0.66)、出葉数の平均値は7.3枚
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（標準誤差0.08）で、前者の長短のひらきは20.5

cm見られたのに対し、後者の多少のひらきはわず

かに３枚のみであった。ＤＰｒａｍｏｔは切花用デ

ンドロビウムの中では、最も少葉で倭性タイプの

品種である。

ここでデンドロビウムの葉数計測における留意

すべき点について述べておくが、これは本葉を判

断する際に基準の設定を必要とするからである。

デンドロビウムの葉には、その上下の節位に低出

葉、高出葉と考えられる葉が付随している。萌芽

時およびシュートの初期生長期には茎部は苞でお

おわれているが、後に生ずる本葉形成との間に１

～２枚の不完全葉が形成される。この葉では葉鞘、

葉身部が区別されて見られ、その点では完全葉の

形成を示すものの、葉面積が極端に小さく（葉身

長１cm前後のものもある)、また早期脱落性を有

して葉の寿命が極端に短い。一方、高出葉はバル

ブの最上位節に形成される最終葉（止め葉）であ

るが、これにも極小葉が含まれることが多い。葉

のもつ本来の光合成機能を考慮し、また栽培管理

の面に即して考えると、これらの低出葉、高出葉

の極小葉は除外することが妥当と思われ、ここで

の調査にあたっては、その基準を中位葉のほぼ５

分の１の葉面積とした。

３．当年性バルブにおける開花期とその変動

幅

栄養生長期を経過したパルプは、その頂部の節

に花芽を形成し、以後はこの花序の伸長生長が中

心となる生殖生長相へ移行することとなる。D

Pramotにおける開花期の動きを第１花序、第２

花序、第３花序を併わせてまとめる第２図に示す

とおりである。同一バルブにおける花序形成を早

いものから順に第１、第２、第３花序として示し

てあるが、調査した約100株のそれぞれの形成率

は100％、76.8％、21.2％であった。これらをま

とめてバルブあたりの開花本数にすると2.0本で

ある。

第１花序における第１花の平均開花曰は８月１

曰（標準誤差1.69）で、その株間による広がり

は７月３日から９月22曰までの81曰である。同様

に第２花序の平均開花曰は９月23日（標準誤差

3.94）で、開花した68株の広がりは８月３日から

12月26曰までの145日、第３花序の平均開花曰は

ＵＵ

ｎ〔ＭｎＯｒｒｎＯＯＣ

開
花
数

Ｏｕｕｕｕ
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１ｍ２ｏＤｅｃＯｃｔ ＮｏｖＪｕｌｙ Ａｕｇ Ｓｅｐｔ

第１花の開花日

第２図当年性バルブにおける第１、第２、第３花序の第１花の開花曰（1990年）
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Pramotの開花については、同グループの品種の

中では異例ともいえるほど早期で、この早生性は

切花経営の中ではきわめて貴重な性質である。

切花生産にとってもうひとつの重要な点は、そ

れぞれの花序における輪数、花序長など各形質の

量的増減の動き、すなわち切花としての品質の善

しあしである。ここで調査したＤＰｒａｍｏｔの、

花序別の各形質の測定値は第１表に示すとおりで

ある。花序長は花茎のつけ根から最上位に位置す

る花の着生部位までの長さで、切花品質の優劣の

目安となる形質のひとつである。花茎長は花茎の

つけ根から第１花の着生部位までの長さで、これ

11月19曰（標準誤差3.61）で、開花した15株の最

も早い10月16曰と最も遅い12月７日の間には、５２

曰のひらきが見られた。これらのことは、第１花

序の開花のピークが短期間に集中することに対し、

第２、第３花序の開花は、本数が少なくなるにも

かかわらず長期にわたることを示している。この

ことはまた第２、第３の花序になるほどバルブ内

における花序形成の準備に、各バルブ間の差異が

生じやすいことを示唆するものと考えられる。花

序抽出後第１花開花までに要する日数については

平均33.7日を示し、これは高温期に短く、温度の

低下につれて長くなる傾向が見られた。，．

第１表DPramotの当年性バルブにおける開花の様相

花序開花本数調査花序数平均花序長平均花茎長輪数／花茎落蕾率

本 本 ％
0.4457.m(082）

54.7（1.23）

44.3（1.75）

19.課(020）

20.8（0.38）

2２３（0.46）

201(036）

16.7（0.52）

15.6（0.93）

序
序
序

花
花
花

１
２
３

第
第
第

９
６
１

９
７
２

8９

6３

１３

０
０

注．調査花序数が少ないのは調査前に収穫されたため、カッコ内の数値は標準誤差

も切花の利用において重要な要素である。総じて、

第１花序においては花序長が長く、輪数の多い、

いわゆる優良品の切花の割合が高く、第２、第３

花序になるにつれてこれらの数値は減少し、また

花序そのものの形成率も減っている。しかし花茎

長については、逆に第２、第３花序になるにつれ

て長くなることが示されている。

DPramotは、ここで数値を示していない花

色、花形の形質を除いて考えると、申し分のない

品種で、第２、第３花序においても比較的落ちこ

みのない品種であることは第１表に明らかである。

さらに開花に関する特性のひとつとして、他のほ

とんどの品種が２列咲きを示すのに対して、多方

面に向って咲くいわゆる多面咲きの習性をもつこ

とが上げられる。この咲き方はCeratobium節の

原種に由来する性質で、切花としての利用価値を

高める要素でもある。

花序長と花序当たりの輪数は、それぞれに深く

関連して切花品質の等級の基準となっているが、

両形質の相関関係を、改めて調査データをもとに

算出して作図すると、第３、第４、第５図に示す

とおりである。それぞれ当年'性バルブにおける第

１花序、第２花序、第３花序の関連性をまとめた

ものであるが、それぞれに同様の強い正の相関を

示す回帰直線となっている。したがって花序を長

くする栽培の工夫、例えば肥培管理に重点をおく
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ことなどは、輪数を多くする上で肝要である。３

つのグラフを比較すると、第２花序、第１花序と

早く開花するほど花序長が長く輪数の多いことが

示されているが、直線からはずれるバラつきの大

きさも増えているといえる。

品種である。

前年性バルブにおいて形成された花序の第一花

の開花曰を、年間の分布図としてまとめると第６

図に示すとおりである。開花時期については９月

から12月にかけて、全開花数の902％が集中して

明らかに大きなピークを示している。その他の時

期については、３～４月に6.1％、７月上旬に３７

％の２つのグループが見られたにすぎない。この

ことはバックバルブにおける開花においても季節

性を有し、その時期は秋期であることを実証して

いるといえる。なおパックパルブにおける開花に

ついては、そのバルブの葉の有無によって事情が

異なるが、ここで調査対象となったＤＰｒａｍｏｔ

の前年性のバルブはすべて落葉の無い株であった。

また、さらに１年前のパルプにおいても約60％以

上の葉の残存率を示していたが、これについては

花序を形成した株は皆無であった。

４．前年性バルブにおける開花習性

前年J性バルブ（パックバルブ）における花序形

成の、平成２年度の調査値は82.8％、株あたりに

すると0.8本であるが、これは一般の栽培圃場の

同品種と比較してかなり高率である。この圃場に

おいても例年よりかなり高率のようであるが、こ

れは前年に生じたバルブ数が、株あたり１９本と

かなり多いことによる。この前年性バルブが多い

理由は、平成１年度の萌芽期前に植えかえがなさ

れたことによるものと思われる。亜熱帯地域にあっ

て冬期に温度が低下する沖縄では、年１回の萌芽

が普通であるが、Ｄ、Pramotは幾分萌芽の多い

lHl

花

飲

Iｊｂ８ｃ

mmciﾛJ1塵u18I8lli8i帆8Ｍ」０００【 、】Ｌ

３４５６７９１２８１０、１１１２１

第１花の開花曰

第６図前年性バルブにおける第１花の開花曰（1990年）

５．栄養生長および開花に関する形質の関連

性

花序長が長く輪数の多い、いわゆる高品質の花

を咲かせるためには十分な栄養生長が前提条件と

なるということは、概念としてばかりでなく、現

実にも的をえた表現と思われる。しかしながら具

具体的に、どの程度丈夫に育てればどの程度すぐ

れた切花が得られるｶｺのスケールを示す数値は提

起されておらず、的をえた表現ではあっても抽象

的でしかなかった。ここではその栄養生長の程度

と切花の品質の程度を結びつける指標として、測

定値をもとにした計算値の適用を工夫してみた。
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DPramotの約100株の調査によって得られた数

値の中から、栄養生長の指標として、茎長と葉数

の乗数の100分の１を、また花序の品質をあらわ

す指標として、花序長と花茎あたり輪数の乗数の

同じく100分の１の数値を使用し、両指数の相関

関係を算出した。そこで得られた数値の分布と計

算式は第７図に示した。直線回帰式とかけはなれ

た数値も多く、バラつきが多いが、明らかに両指

数はかなり高い正の相関を示しているといえる。

したがって、栄養生長が盛んな株ほど高品質の切

花が得られることとなり、肥培管理の重要さが指

摘されよう。実際問題としても、ここで指標計算

の母数として使用した茎長および葉数は栄養生長

を代表する重要な形質で、また一方の花序長、花

茎あたり輪数も開花に関する形質の中では、最重

要な形質である。したがって、ここで考えた指標

もそれぞれに妥当性を有するものと思われる。

副
堕
四
畑
旧
Ｍ
に
旧
８
６
４

切
花
品
質
の
指
数

２ ４ ６

栄養生長指数

第７図栄養生長の指数（茎長×葉数の１／100）と

切花品質の指数（花序長×輪数の１／100）の相関

Ⅳ考察

デンドロビウムには、４０を越える節と膨大な数

の種が含まれ、多種多様の発育習性をもつ多くの

グループが包含されている。切花用デンドロピウ

ムは、その中のごく一部の原種をもとに交配世代

を重ねて育成された品種群である。それは２つの

節に属する原種で、茎葉が丈夫で育てやすく花つ

きのよいCeratobium節と、花形花色に華やかさ

をもつPhalaenanthe節に属する原種である(4)。

総じて、原生地である熱帯アジア、オセアニアの

低標高地域に分布して高温を好み、ラン科植物の

中では最も高温性のランのひとつとされている。

nPramotは、その花形から判断されるよう

に、両節に属する原種の中間タイプを示す交配株

で、登録は1979年と古いが、育てやすく花つきの

よい点が認識されて、沖縄県では依然として最重

要の栽培品種である。この交配種（品種）の発育

の様相を切花生産者の栽培圃場において調査し、

改めて各発育ステージに要する期間や開花に関す

る諸形質の変動幅、また花成の要因などについて

整理してみた。

栽培に供されている植物は組織培養によって増

殖された株で、したがって同一栄養系である。し

かしながら同一管理下、また全く同様の環境下で

栽培されている株間においても、発育の各ステー

ジあるいは生長に関する諸形質発現の変動幅は、
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花性の品種も含めて考えると、このグループのデ

ンドロビウムは止め葉形成に平行して花芽分化が

開始する、いわゆる栄養依存度の高い植物である

と判断される。

しかしながらこの動きは当年性バルブの第１花

序にのみいえることで、同バルブの第２、第３花

序、また前年性バルブにおける花芽分化の誘導要

因にはあてはまらない。前年性バルブにおける花

芽分化の最大のピークは９月頃にあり、これは大

部分の品種の当年性バルブの花芽分化期と一致し

ている。また－部においては１年の全く反対の時

期に花芽を分化するものがあり、現実にはさらに

前々年性の全く葉を有しないバルブに花芽を分化

することも、しばしばみられる。これらのことを

総合して考えると、パックバルプの花芽分化に対

しては、植物体内における植物ホルモンなどの消

長に何らかのリズムがあり、そのことに短曰条件

やや出涼温の温度条件が関与しているのではない

かと推測される。少なくともパックバルブにおけ

る花成に対しては、いくつかの要因の複雑な組合

わせが存在すると思われ、単純に栄養依存によっ

て花成の行なわれる当年性バルブとの２面性を考

えることが妥当と思われる。このグループのデン

ドロピウムの花成に関する報告はほとんどなく(3,

5,7)、きめ細かな実証的研究が必要である。

調査結果の項で述べてきたようにきわめて大きい。

温度条件のみの比較的単純な要因のみに規定され

ると思われるシュートの萌芽においても、その変

動幅は大きく、これは一方で植物体内の生理的条

件の個体差が大きいことの結果を示しているとい

える。また一方では茎長や葉数などの長短、多少

については平均値に近い数値を示し、これらにつ

いては、環境要因よりも遺伝的影響の方が強いと

いえよう。花序長や花茎長、輪数など、開花に関

する形質の測定値の変動幅についても、極端な例

はあまり見られず、逆にここで見られる程度の変

動幅は、生物学的と考えられる範囲内の動きで、

生育に関する種々の数値には常にこの程度の変動

幅が付随すると考える方がよさそうである。

DPramotのもつ開花習性の中で、開花本数

の多少については、当年性バルブの第１花序は問

題ないものの、第２花序、第３花序になるにつれ

て数の激減が目立ち、花序長、輪数などの短少化

も見られた。これには当該バルブのもつ貯蔵養分

の量的差異が関与していると考えられ、これらの

量的増加には肥培管理による潜在能力の引き出し

が必要と思われる。この品種の開花時期について

は、一般に認識されているように、このグループ

のデンドロピウムの中では異例ともいえる強い早

生性が示された。

DPramotの当年性バルブにおける平均開花

曰が８月１日であったことを念頭に、この品種の

花成の要因について考えてみたい。第１花序抽出

の４～５週前を花芽分化のスタートとすると、そ

の時期は７月初旬で日照時間の長い高温期である。

当年性バルブの花芽分化期がこの高温長曰期と一

致することになるが、これは異例の早生性をもつ

DPramotに限られるという面もあり、他の大

部分の品種は約２カ月遅れの９月頃が花芽分化期

となっている１７)。一方で７月初旬は、ＤＰｒａｍｏｔ

では最終葉が形成される頃であり、秋期に萌芽す

るバルブの４～５月開花、および大部分の秋期開

摘要

DPramotのシュートの萌芽から開花にいた

る発育の過程を、とくに開花の動きを中心に、亜

熱帯気候下のハウス内環境と関連させて検討した。

調査は切花生産者の栽培圃場にある約100株の植

物を対象に年間をとおして行った。得られた結果

の概要は次のとおりである。

１．最低温度20℃のハウスにおける萌芽は、

３月２日を中心に株間に３カ月弱の変動幅が見ら

れた。また栄養生長の期間は花序抽出曰を境い目

とすると113.5曰で、その間の栄養生長の結果は
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茎長55.8cm、葉数7.3枚で、この品種はかなりの

倭性品種であることが示された。

２．当年性バルブの第１花序の平均開花曰は

８月１曰で、きわめて早生`性の強い品種であるこ

とが示され、また第２花序、第３花序まで含めた

株当たりの開花本数は2.0本であった。

３．前年性バルブにおける株あたりの平均開

花本数は0.8本で、これは前年度のバルブ数が２

回の萌芽によって倍加したことによるもので、ま

た開花期のピークは11月前後であった。

４．花成要因については、当年性バルブでは

バルブの充実に伴う栄養依存性のタイプと考えら

れる反面、前年性バルブの花成に対しては、バル

ブ内の植物ホルモンなどの動きと環境要因との相

互作用によるのではないか推測された。

shootswasrecordedonAugustlst，the

earliestfloweringdate・Also，２.Oscapesper

plantwereobtainedincludingthe2ndand

the3rdflowerScapes、

３．Ｍｏｓｔｏｆｆｌｏｗｅｒｓｏｎｔｈｅｏｌｄｓｈｏｏｔｓ

ｗｈｉchwereproducedintheformeryear

fｌｏｗｅｒｅｄｉｎｔｈｅｆａｌｌｓｅａｓｏｎｗｉｔｈａｎＯ８

averagescapesperplant、

４．Regardingthefactorsontheflower

budinductionofthisgroupofDendrobium，

twopointsofviewareproposed：Oneis

thenutritivematureproduceｄｏｎｔｈｅｎｅｗ

ｓｈｏｏｔｓａｎｄｔｈｅｏｔｈｅｒｉｓｔｈecombinedfactors

ofendogeneouslevelofplanthormonesand

emvironmentalfactorsproducedontheold

shoots．

Ｓｕｍｍａｒｙ

Ｔｈｉｓｒｅｓｅａｒｃｈｗａｓｃａｒｒｉｅｄｏutinorderto

clarifythegrowthbehaviorofDendrobium

cv・Pramotinthesubtropicalclimateof

okinawaItwascheckedthroughouｔｔｈｅ

ｅｎｔｉｒｅｙｅａｒｏｆｌ９９０，ａｔｔｈｅｃｕｔｆｌｏｗｅｒｆｉｅｌｄ

ｉｎａｐｌａｓｔｉｃｈｏｕｓｅｏｗｎｅｄｂｙｔｈｅｇｒｏｗｅｒ、

ＡｂｏｕｔｌＯＯｐｌａｎｔｓｏｆＤ・ｃｖ・Pramotwere

checkedasasubjectofthisinvestigation

Theoutlineofresultsobtainedareas

follows：

LThesproutingdatesofnewshootswere

recordedonMarch2ndandthedurationof

vegetativegrowthwasanaverageofll35

deysalthoughtherewasaconsiderable

differenceindatesamongthecultivated

plants・Ｉｔａｌｓｏｓｈｏｗｅｄ５５８ｃｍofstem

lengthand781eavesperpseudobulbatthe

endofthevegetativegrowthwhichappeared

asadwarftype、

２．Ｔｈｅｆｉｒｓｔｆｌｏｗｅｒｉｎｇｄａｔｅｏｎｔｈｅｎｅｗ
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